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駆磯嘱藷壇i町の）骸算獄
　　　　　｛、’蟹
　　　　　’織　 魏

・　　　一般会計
　　欝無度
　羅算総額特別会計

　　　　　　（6会計）

36億1，300万円

22億2，587万円

十言ロ 58億3，887万円

建設中の雪国農耕文化村センター。今年はここでにぎやかな夏をむかえる

町の予算は、町民の皆さんの生活や福祉に関する

公共事業の大部分を占める「一般会計」と、水道や

国民健康保険など利用する人のみの収入を主な財源

に、独立して事業を行う「特別会計」に分かれてい

ます。この予算がわたしたちの生活のどのようなこ

とに使われるのか、その概要をお知らせします。

・芝峠温泉の温泉掘削に　1億3，650万円

・里創プラン・

　大地の芸術関連に　　　4，067万円

平成15年度一般会計の構成比

　　　　　　　　　　（単位：円）
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2．0％7，277万使用料・手数料

1．2％4，386万諸収入

繰越金等2．5％8，871万

　　繰入金
11．0％3億9，774万

灘
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　　　　鰹　　麟叢購源
　　町税．．鰯、羅・、　籔認舗

　2億7編讐．難．麗、霧難　　　　歳入総額

　　　　　　　36億1，300万地方譲与税等

　3．2％　　　　　100％
1億1，478万

（単位：百万．）一般会計の目的別歳出予算の推移
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国庫支出金

2．2％7，781万

　　県支出金
8．0％2億8，835万

　　依存財源
　　　75．7％
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商工費

6．7％2億4，030万
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衛生費は、2億7，492万円（前年度対比6，557万円（31％）

の増。）

　清掃一般経費において、平成13年度まで加入して

いた東頸城広域組合の大島村焼却場の解体負担金の

増加により昨年に比べ800万円程度増額となっていま

す．また、第6次簡易水道事業（峠地区簡水の統合
事業）の開始により、簡易水道事業特別会計への繰

出金が6，200万円程度増額となっています．

衛生費

事　　　業　　　名 事　業　費

ふるさと定住促進対策事業（出生祝金支給） 106万円

老人保健事業（総合健康診査、各種ガン検診等） 2，982万円

疾病予防・リハビリ教室事業 200万円

予防接種事業 591万円

食生活改善推進事業 122万円

乳児・幼児医療費助成事業 130万円

リサイクル推進事業
（生ごみ処理機・ごみ箱購入補助等）

128万円

清掃一般経費
（ごみ、し尿、火葬場等運営負担金）

5，883万円

主な工事費等

事 業 名 事　業　費

合併処理浄化槽普及事業 531万円

簡易水道特別会計助成事業 1億2，574万円

農林業費は、4億6，374万円（前年度対比5，176万円

（10％）の減。）

　国の事業による施設整備が完了したことや農業集

落排水施設の部分完了による配管工事などの事業費

が減少したことで前年度に比べ減額となっています．

一方、集落センター屋根自然落下改造工事では2，100

万円程度増額となり農林業生産体制整備事業、土地

改良事業においても増額となっています．また、室

野城川ダム公園に休憩所の整備を行います。

農林業費

事　　　業　　　名 事　業　費

生産調整推進事業 102万円

特定農山村総合支援事業
（田舎体験、都市交流等経費）

540万円

中山間地域等直接支払交付金 1億4，494万円

主な工事費等

事　　　業　　　名 事　業　費

集落センター屋根改造等工事費 4，085万円

各生産組合農業用機械整備補助 1，887万円

★畜産環境美化事業
（堆肥かくはん用機械整備補助）

239万円

県営事業等負担金（農道改良、集落排水整備等） 3，050万円

県単土地改良事業 4，200万円

★団体営棚田地域等保全整備事業 2，130万円

★ふるさとの木ふれあい事業
（室野城川ダム公園休憩所整備）

1，475万円

海老東山線改良・菅刈なだれ防止工事 917万円

農業集落排水特別会計助成事業 2，386万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　★は今年度新規事業

総務費は、5億5，644万円（前年度対比9億4，942万円

（63％）の減。）

　雪国農耕文化村センター建設にかかる整備費10億
1，800万円と地域新エネルギービジョン策定事業の1，110

万円への予算付けが完了したことにより前年度対比

で大幅な減額となっています．新たに予算付けされ

たものとしては、雪国農耕文化村センターの管理費
や第2回大地の芸術祭への運営経費などがあります．

費防肖ら
、
！

　
●費務総

事　　　業　　　名 事　業　費

★市町村合併準備負担金 353万円

町営バス運行経費 1，617万円

住民基本台帳ネットワーク・戸籍簿電算化シス
テム整備事業

4，435万円

ふるさと定住・地域活性化事業
（結婚祝金・各種団体等補助）

745万円

★一村一価値づくり事業
（歴史と伝統の里づくり）

106万円

里創プラン整備事業
（大地の芸術祭関連負担金等）

803万円

★大地の芸術祭事業開催経費 2，010万円

★雪国農耕文化村センター管理経費及び事業運
営委託費等

2，279万円

主な工事費等

事　　　業　　　名 事　業　費

★南部地区マイクロバス更新 328万円

県単里創プラン支援事業
（ポケットパーク整備及びワークショップ開催費）

489万円

松代上町地区テレビ難視聴解消対策事業 1，000万円

民生費は、3億9，916万円（前年度対比1，342万円（4％）

の増。）

　本年度から障害者支援費制度がはじまり、障害福
祉費が1，500万円程度増額となっています．また、老

人福祉費では高齢者生活支援事業が増額となり、介

護保険特別会計や老人保健特別会計への繰出も増額

となっています．一方で、保育児数減少により保育

所運営費などは減額となっています。

民生費

事　　　業　　　名 事　業　費

国民健康保険特別会計助成事業 3，097万円

介護保険特別会計助成事業 6，230万円

老人保健特別会計助成事業 4，032万円

重度心身障害者医療費助成事業 564万円

障害者支援事業 3，568万円

心身障害者通所援護事業及び小規模通所授産施
設運営事業

933万円

精神障害者居宅生活支援事業 126万円

非介護認定高齢者の生活支援 2，354万円

老人保護措置事業 2，039万円

要介護老人等住宅改造費補助 100万円
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教育費

事　　　業　　　名 事　業　費

小・中学校管理費 7，659万円

小・中学校教育振興経費
（小・中学校コンピーユタリース料等）

1，180万円

★やる気・元気・総合的学習支援事業
（小・中学校体験学習や社会貢献活動）

179万円

語学指導経費 510万円

社会教育推進事業 181万円

京性学級・町民講座等開設経費 100万円

★体験活動支援センター設置事業
（学校週5日制対応の児童活動支援） 56万円

★いきいきウェークエンド夢事業 50万円

クロカンスキー強化事業 268万円

主な工事費等

事　　　業　　　名 事　業　費

★奴奈川地区スクールバス更新 329万円

小・中学校施設整備事業 1，813万円

　議会費は、議員定数が2名減となったことと期末
手当が0．05ヶ月削減されたため、議員人件費が減額

となり6，139万円（前年度対比600万円の減。）となっ

ています．

　その他、労働費及び災害復旧費とも前年実績を勘
案し、合わせて800万円（前年度対比290万円の減．）

を見込んでいます。

　また、公債費は一般公共事業債などで増額となっ

ている反面、厚生福祉施設整備事業債（総合体育館
整備）が3，000万円程度減額となったことで6億3，548

万円（前年度対比1，813万円の減．）となっています．

　消防費は、1億1，772万円（前年度対比413万円（3％）

の減．）です．

各特別会計の予算額

会計区分 予算額　【】内は前年対比

簡易水道会計
3億2，812万円
【1億4，688万円（81％）の増】

公共下水道会計
3億2，578万円
【1億4，084万円（30％）の減】

農業集落排水会計 　8，508万円
【1億4，287万円（63％）の減】

国民健康保険特別会計 4億7，473万円
【　　7，255万円（18％）の増】

介護保険特別会計 3億5，883万円
【　　3，633万円（11％）の増】

老人保健特別会計 6億5，333万円
【　　2，367万円（4％）の増】

　　　　　　　　　　　　　　　　　★は今年度新規事業

商工費は、2億4，030万円（前年度対比1億2，374万円

（106％）の増。）

　芝峠温泉露天風呂新設の湯量確保のため、今年度

新たに1億3，600万円の温泉掘削費を計上しています．

商工費

事　　　業　　　名 事　業　費

店舗改装費補助事業 210万円

地方産業育成資金預託事業 900万円

観光一般経費 1，095万円

スキー場維持管理費 3，156万円

主な工事費等

事　　　業　　　名 事業費

芝峠宿泊施設等各種修繕工事 410万円

★芝峠温泉露天風呂整備による温泉再掘削 1億3，650万円

土木費は、5億6，873万円（前年度対比1億1，164万円

（24％）の増。）

　道路改良路線が1路線増となったことから道路改
良費が5，300万円程度増額となっているほか、除雪ロー

タリー車を2台購入（1台は更新）することで5，100

万円程度増額になっています。また、昨年度建設し

た千年ハイツの公団への賃貸料を含めた町営住宅の

維持管理費や千年ニュータウンの住宅用地整備費が

増額となっています。一方で整備完了に伴う公共下
水道事業特別会計繰出金は3，400万円程度減額となっ

ています。

土木費

事　　　業　　　名 事　業　費

町道各路線等除雪事業 1億2，246万円

冬期保安要員・地すべり巡視員設置費 980万円

克雪住宅関連補助事業 1，922万円

主な工事費等

事　　　業　　　名 事　業　費

町道・橋梁等改良維持管理費 1億2，081万円

国県道工事負担事業 2，662万円

防雪対策事業（町道越菅線） 620万円

★除雪車整備事業
（ロータリー除雪車2台購入（1台は更新））

5，116万円

★ハイツ干年賃借料 2，050万円

千年ニュータウン住宅用地整備 2，760万円

公共下水道特別会計助成事業 1億413万円

教育費は、2億8，115万円（前年度対比2，705万円（9％）

の減。）

　昨年行った中学校体育館の大規模改造工事が完了
したことで、2，600万円の減額となっています。

　今年度は、体験学習や社会貢献活動など総合的学

習への拡充を図ると同時に、体験活動支援センター

を設置して学校週5日制対応に伴う児童の休日活動
の支援を行っていきます。
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　合併論議の根本となる合併

の方式については、「新設合併」

とすることで決議されました。

　今までの概念にとらわれな

い、新しい地域を創り出すこ

とを基本に、今後新市の名称

や事務所の所在地などが協議

されます。
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委
員
は
協

議
会
委
員
の
う
ち
、
市
町
村
長
及

び
議
会
議
長
の
1
0
名
を
充
て
る
。

報
馨
繋
鶴

1
、
将
来
構
想
策
定
等
業
務
の
一

　
部
を
㈱
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ

　
ル
タ
ン
ツ
（
北
陸
支
店
ー
新
潟

　
市
）
に
委
託
す
る
．

2
、
第
4
回
十
日
町
広
域
圏
合
併

　
任
意
協
議
会
〈
4
月
1
8
目
　
松

　
代
町
（
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
）
〉

　
の
議
案
等
に
つ
い
て

「
新
市
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
講
演
会
」
開
催

5
月
2
5
日
㈲
午
後
2
時
か
ら
ま
つ

だ
い
ふ
る
さ
と
会
館
で
行
い
ま
す
．

多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
．

　
健
康
増
進
法
は
、
国
民
み
ん

な
が
元
気
で
長
生
き
！
　
を
目

指
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
．

　
日
本
は
健
康
寿
命
、
平
均
寿

命
と
も
に
世
界
一
の
長
寿
国
で

す
．
し
か
し
、
健
康
で
過
ご
せ

る
「
健
康
寿
命
」
と
平
均
寿
命

の
間
に
は
数
年
の
開
き
が
あ
り
、

こ
の
期
間
は
痴
呆
や
寝
た
き
り

な
ど
で
過
ご
す
こ
と
に
も
な
り

ま
す
．

　
こ
の
期
間
を
で
き
る
だ
け
短

く
し
、
生
涯
元
気
で
過
ご
せ
る

よ
う
に
と
国
や
町
の
役
割
と
国

民
の
責
務
を
明
確
に
し
て
「
健

康
日
本
」
を
目
指
す
も
の
で
す
．

　
今
回
は
、
こ
の
法
律
の
な
か

の
タ
バ
コ
に
関
す
る
「
受
動
喫

煙
の
防
止
」
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
．

特
．
甲
1
薗
1
響
ー
7
下
一
．
ー
薗
層
ー
一
一
ー
．
冒
ー
一
一
ー
．
『
ー
一
一
ー
．
．
ー
＝
ー
雪
．
ー
＝
ー
一
甲
ー
一
曹
ー
糟
．
ー
一
曹
ー
＝
ー
需
．
ー
一
．
ー
一
一
ー
｝
一
ー
一
一
ー
．
．
ー
一
一
ー
一
雪
ー
＝
ー
．
雪
ー
甲
一
ー
．
幽
ー
一
一
ー
．
曹
ー
甲
一
ー
騨
．
ー
－
．
ー
一
一
ー
一
暫
ー
一
一
ー
一
曽
ー
一
一
ー
一
曹
ー
暫
¶
ー
一
一
ー
一
一
ー
＝
ー
一
甲
ー
一
一
ー
．
一
ー
一
曹
ー
一
一
ー
一
』
ー
曹
．
ー
＝
ー
一
一
ー
＝
ー
一
一
ー
一
一
ー
一
曹
ー
曹
一
ー
一
一
ー
一
一
ー
一
一
ー
　
一
ー
『
一
ー
一
一
ー
一
盧
ー
一
一
ー
一
一
ー
一
薗
J
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嗣
健
康
増
進
法
第
2
5
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

同
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レ

　
　
学
校
、
体
育
館
、
病
院
、
劇
場
、
観
覧
場
、
集
会
場
、
展
示
場
、
　

ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
百
貨
店
、
事
務
所
、
官
公
庁
施
設
、
飲
食
店
そ
の
他
の
多
数
の
者
　

バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
が
利
用
す
る
施
設
を
管
理
す
る
者
は
、
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
者
に
　

バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

嘲
つ
い
て
、
受
動
喫
煙
（
室
内
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
環
境
に
お
い
て
、
申

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咽
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
）
を
防
止
す
る
｝

レ
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レ

　
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
　

｝
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｝

r
ー
一
　
　
　
一
ー
テ
＝
ー
＝
ー
　
曹
ー
＝
ー
曹
一
ー
…
ー
曹
｝
ー
一
i
ー
＝
ー
一
｝
ー
一
甲
ー
一
一
ー
＝
ー
一
　
一
ー
一
一
ー
一
　
一
ー
一
　
一
ー
一
一
ー
＝
上
一
ー
…
ー
一
一
ー
テ
＝
ー
…
ー
＝
ー
＝
ー
一
一
ー
一
｝
ー
＝
ー
一
一
ー
＝
ー
＝
ー
一
一
ー
≡
ー
＝
ー
一
一
ー
＝
ー
テ
一
一
ー
…
ー
一
　
一
ー
　
ー
一
一
ー
…
ー
＝
ー
＝
ー
　
ー
＝
し

分
煙
は
、
施
設
管
理
者
の
努
力
義
務
で
す

　
「
タ
バ
コ
の
煙
が
目
に
染
み
る
」
。

他
人
の
タ
バ
コ
だ
か
ら
な
お
さ

ら
の
こ
と
．
．

　
5
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
健

康
増
進
法
」
で
は
、
他
人
の
タ

バ
コ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
（
こ

れ
を
受
動
喫
煙
と
い
い
ま
す
）

こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を
と

る
よ
う
に
、
施
設
管
理
者
へ
努

力
義
務
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
．

（
※
健
康
増
進
法
第
2
5
条
）

　
タ
バ
コ
ー
本
の
煙
に
は
約
4
0

種
類
も
の
発
ガ
ン
物
質
が
O
・

5
～
1
㎎
も
含
ま
れ
て
い
る
わ

け
で
す
か
ら
、
吸
わ
な
い
人
に

は
ま
さ
に
「
嫌
煙
（
犬
猿
）
の

仲
」
で
す
ね
．
い
ま
、
分
煙
は

マ
ナ
ー
で
す
よ
．

，
□
O
ロ
ロ
○
ロ
ロ
○
ロ
ロ
○
ロ
ロ
○
日
ロ
○
ロ
ロ
Q
ロ
ロ
O
ロ
ロ
○
日
ロ
○
ロ
ロ
O
ロ
ロ
○
ロ
ロ
○
ロ
ロ
○
ロ
ロ
○
ロ
ロ
Q
ロ
ロ
Q
ロ
日
○
日
口
Q
ロ
0
0
0
□
Q
ロ
ロ
○
ロ
ロ
O
ロ
ロ
○
□
口
○
□
□
○
ロ
ロ
○
ロ
ロ
○
ロ
日
○
ロ
ロ
○
ロ
ロ
○
ロ
ロ
○
ロ
ロ
○
ロ
ロ
○
口
□
O
ロ
日
○
ロ

　
町
で
は
、
禁
煙
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
昨
年
も
5
名
の

人
が
み
ご
と
禁
煙
に
成
功
し
ま

し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
ぜ

ひ
い
か
が
で
す
か
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
住
民

課
保
健
衛
生
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
（
皿
7
－
2
2
2
0
）

5
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嚢潤讐醗鐵翻讐鐙繋勤
鱗難難鐘饗縄撫縷諜霧。

霧懸麟．、簗灘鑓艶灘鍋

盤凝謹．

鱒雛灘欄1．鞍勤灘礁謙獅

井
部
　
充
夫
　
校
長

　
　
　
　
　
　
（
牧
村
牧
中
）

樋
口
　
京
子
　
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
（
退
　
職
）

岡
　
　
和
夫
　
教
諭

　
　
　
　
（
上
越
市
黒
田
小
）

岩
崎
　
泰
子
　
教
諭

　
　
　
　
（
三
和
村
里
公
小
）

吉
野
　
健
治
　
主
任

　
　
（
頸
城
村
大
漬
小
主
査
）

志
賀
　
美
幸
　
講
師

　
　
（
中
里
村
田
沢
小
教
諭
）

早
津
　
弘
子
　
校
長

　
　
　
　
（
上
越
市
黒
田
小
）

小
山
　
孝
恵
　
教
諭

　
　
（
浦
川
原
村
中
保
倉
小
）

小
島
　
慶
久
　
主
任

　
　
　
　
（
大
島
村
大
島
小
）

畑
山
　
晴
子
　
講
師

　
　
　
　
　
　
　
（
退
　
職
）

石
口
　
昇
一
　
校
長

　
　
　
　
（
妙
高
村
大
鹿
小
）

橋
本
　
忍
　
　
教
諭

　
　
　
（
三
条
市
四
日
町
小
）

竹
内
　
　
学
教
諭

　
　
（
小
国
町
小
国
中
教
頭
）

中
澤
あ
ず
さ
　
教
諭

　
　
　
　
（
新
潟
市
小
針
中
）

伴
　
　
智
子
　
養
護
教
諭

　
　
　
（
上
越
市
小
猿
屋
小
）

山
本
　
雄
一
　
講
師

　
　
　
　
　
　
（
牧
村
牧
中
）

金
井
　
昭
市
　
校
長

　
　
　
　
（
退
　
職
）

白
野
　
庄
衛
　
教
頭

　
　
　
　
（
高
等
学
校
教
育
課
）

西
川
　
　
徹
　
教
諭

　
　
　
　
（
新
津
市
新
津
高
）

佐
野
　
　
裕
　
教
諭

　
　
　
（
柏
崎
市
柏
崎
常
盤
高
）

樋
口
　
里
志
　
講
師

　
　
　
　
（
小
出
町
小
出
高
）

福
原
　
史
恵
　
講
師

　
（
新
潟
市
新
潟
清
心
女
子
高
）

池
田
　
理
恵
　
講
師

　
　
　
　
（
川
西
町
川
西
高
）

鼎鼎思い出いっぱいかかえて卒業です（町内三小学校）繰鼎

　　　松代小学校
　マーチングバンド移杖式

マーチング伝統を引継ぎます

　　　　孟地小学校
自分たちがいた卒業証書に思い出が

篭婁『…轄』奴奈爾厚覆一叫

渉　在校生に見守られ

　
春
の
宵
の
話

　
　
　
　
　
そ
と

放
り
出
さ
れ
て
戸
外
へ
飛
び
出
た
ら

ま
る
ま
っ
こ
い
お
月
さ
ま
が
出
て
い
た
ね

天
じ
ょ
く
の
ま
ん
申
へ
　
ぽ
か
ん
と
か
か
っ
て
い
た
ね

そ
り
ゃ
　
や
さ
し
げ
な
顔
で
い
ら
し
っ
た

　
　
　
　
も
や

湧
き
あ
が
る
霧
が
ど
ん
ど
ん
流
れ
て

　
　
　
け
ぶ

家
も
林
も
煙
っ
て
い
た
ね

な
ん
も
か
ん
も
や
さ
し
い
の
に
と
　
お
ら
そ
ん
と
き
思
っ
た
さ

　
　
　
　
　
　
と
お

お
ら
と
き
た
ら
十
ま
で
の
数
が
数
え
ら
れ
な
く
て

風
呂
か
ら
あ
げ
て
も
ら
え
ね
で

し
ま
い
に
馬
鹿
た
れ
が
風
呂
に
酔
っ
て
ま
っ
裸
の
ま
ん
ま

　
戸
外
へ
投
げ
出
さ
れ
て
さ

ま
だ
ら
雪
の
上
に
ゲ
ェ
ゲ
ェ
吐
い
て

そ
れ
か
ら
　
お
ら
の
首
の
骨
が
ほ
し
ょ
れ
る
ほ
ど
仰
向
い
て

　
お
月
さ
ま
見
て
た

　
　
　
　
　
き
も
ん

お
っ
か
あ
が
著
物
持
っ
て
飛
ん
で
き
た
で
も

お
ら
強
情
張
っ
て
突
っ
立
っ
て
た
　
せ
い
一
ぱ
い
目
み
は
っ
て

小
学
校
へ
入
学
す
る
前
の
晩
だ
っ
た
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぼ
ら
き

だ
で
も
過
ぎ
て
し
ま
え
ば
み
ん
な
春
の
朧
月
だ
ね

　
「
相
沢
ヨ
シ
子
さ
ん
（
松
代
）

　
　
　
　
　
“
詩
集
〈
春
の
音
〉
野
火
の
会
発
行
”
か
ら
」

6



　　　　　松代町選挙管理委員会からのお知らせ

4月27日（日）は、松代町議会議員一般選挙の投票日です

　　　　　町の発展を託すあなたの1大切に1
　　　　　　　　一投票開始は全投票区午前7時からです一

第
2
投
票
区

蓬
平
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

蓬
　
平

第
3
投
票
区

松
代
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

清
水
・
会
沢

第
4
投
票
区

桐
山
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

桐
　
山

第
5
投
票
区

池
尻
多
目
的
集
会
施
設

池
　
尻

第
6
投
票
区

池
之
畑
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

池
之
畑

第
7
投
票
区

下
山
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

下
　
山

第
8
投
票
区

海
老
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

海
老
・
東
山

第
9
投
票
区

孟
地
多
目
的
集
会
施
設

孟
　
地

第
1
0
投
票
区

滝
沢
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

片
桐
山
・
滝
沢

第
1
1
投
票
区

田
野
倉
多
目
的
集
会
施
設

田
野
倉
・
仙
納

第
1
2
投
票
区

蒲
生
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

名
平
・
蒲
生

第
1
3
投
票
区

ふ
る
さ
と
の
木
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

儀
　
明

第
1
4
投
票
区

寺
田
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

寺
　
田

第
1
5
投
票
区

莇
平
地
区
転
作
促
進
研
修
セ
ン
タ
ー

莇
　
平

第
1
6
投
票
区

竹
所
生
活
改
善
セ
ン
タ
i

竹
　
所

第
1
8
投
票
区

福
島
多
目
的
集
会
施
設

福
　
島

第
1
9
投
票
区

松
代
町
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

室
野
奈
良
立

第
2
0
投
票
区

木
和
田
原
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

木
和
田
原

第
21
投
票
区

峠
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

峠

第
2
2
投
票
区

千
年
活
性
化
セ
ン
タ
ー

千
　
年

第
2
3
投
票
区

苧
島
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

苧
島
・
中
子

第
2
4
投
票
区

犬
伏
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

犬
　
伏

澤

第
1
投
票
区

松
代
活
性
化
セ
ン
タ
ー

松
代
小
屋
丸

第
17
投
票
区

松
代
町
総
合
体
育
館

松
代
新
田
組

小
荒
戸
太
平

菅
刈
・
田
沢

◆
投
票
で
き
る
人
は

　
投
票
日
当
目
、
年
齢
が
2
0
歳
以
上
（
昭
和

58
年
4
月
2
8
目
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、

平
成
1
5
年
1
月
2
1
日
以
前
か
ら
松
代
町
に

住
民
登
録
さ
れ
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

　
投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
に
な
り
、
指

定
の
投
票
所
で
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

棄
権
せ
ず
不
在
者
投
票
を

し
ま
し
ょ
う

◆
特
別
な
投
票
の
方
法
が
あ
り
ま
す

〈
不
在
者
投
票
〉

　
投
票
日
当
目
に
、
仕
事
な
ど
で
投
票
に

行
け
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
．
入
場
券
を
持
っ
て
、
松
代
町
役
場
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
．

▲
期
間
…
4
月
2
2
目
ω
℃
～
4
月
2
6
目
ω

▲
時
問
…
午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

▲
場
所
…
役
場
1
階
保
健
室

※
指
定
病
院
（
県
立
松
代
病
院
な
ど
）
や
、
指

定
老
人
ホ
ー
ム
（
ほ
く
ほ
く
の
里
な
ど
）
に
入

所
し
て
い
る
人
は
、
各
施
設
で
も
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

　
病
院
長
、
施
設
長
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
．

〈
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
〉

　
身
体
が
不
自
由
で
「
郵
便
投
票
証
明
書
」

を
お
持
ち
の
人
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
．
こ
の
場
合
の
投
票
用

紙
な
ど
の
請
求
は
、
4
月
2
3
日
（
水
）
ま
で
で

す
．
お
早
め
に
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を
お
持
ち
で
な

い
人
、
証
明
書
の
有
効
期
限
を
過
ぎ
て
い

る
人
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
交
付
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
「
郵
便
投
票

証
明
書
」
の
交
付
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

な
ど
を
お
持
ち
の
人
に
限
り
ま
す
．

〈
代
理
投
票
〉

　
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
や
、
身

体
に
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
「
代
理
投

票
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
が
あ
れ
ば
、

補
助
員
が
代
筆
し
ま
す
．
投
票
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お
申

し
出
く
だ
さ
い
．

◆
開
票
は
即
日
開
票

　
開
票
は
即
目
開
票
で
、
午
後
8
時
3
0
分

か
ら
役
場
4
階
第
1
会
議
室
で
行
い
ま
す
。
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…一里創プラン通信1・…

》《って

さ倍増1
灘

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
作
品
づ
く
り
）

　
参
加
者
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
で

　
　
　
　
　
　
　
　
は
松
代
町
に
5
8
人
（
組
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
作
品
を
設

　
　
　
　
　
　
　
　
置
し
ま
す
．
そ
の
中
で
皆
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
ん
と
一
緒
に
作
品
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
希
望
し
て
い
る
も
の
が
た
く

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
あ
り
ま
す
．

　
今
、
そ
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
．
作
品
づ
く
り

は
5
月
か
ら
7
月
に
か
け
て

行
な
わ
れ
ま
す
．
ご
自
分
の

好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
都

合
の
良
い
日
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。

　
申
し
込
み
し
て
い
た
だ
い
た

方
に
は
随
時
情
報
を
お
届
け
し

ま
す
。
お
金
は
か
か
り
ま
せ
ん

の
で
気
楽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
一
流
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
の
作
品
づ
く
り
と
交
流
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

　
同
時
に
、
芸
術
祭
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
．

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
は
「
イ

ベ
ン
ト
の
手
伝
い
」
及
び
「
作

品
の
案
内
や
説
明
」
で
す
．
ご

自
分
の
好
き
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
で
き
ま
す
．
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
・

　
申
込
先
　
松
代
町
役
場
　
企

画
振
興
課
（
皿
7
1
2
2
2
0
）

鰐の醜㈹㈱鱒鱒輔榊愈鱒o韓鱒韓鱒㈱輪鱒韓鱒韓唾鱒棘鱒㈱輔鱒像鋤醤o勅㈱蘇軸鱒鹸鯛齢輔㈱韓騨鯨輪磐鱒鱒鱒騰鱒傘鱒の牽6鱒齢⑫鱒醜毎雛愈鱒鱒㈹鱒鮒鱒o薙鱒齢鱒鱒輪翻騰㈹醜㊧穣♂舳㈱棘鱒鱒魯㈱韓鱒鱒軸鱒齢㈱齢鰭鱒鰍鱒鵬鱒⑱鮪鱒韓㈱醜鱒鱒聴鱒韓秘8鱒鱒鱒韓移鱒輪鱒輔鱒癖⑲鱒齢㈱㈱輪翻璽

　
大
地
の
芸
術
祭
の
全
参
加
作

品
と
各
施
設
を
観
賞
す
る
に
は

「
パ
ス
ポ
ー
ト
」
が
必
要
と
な
り

ま
す
．
期
問
中
に
パ
ス
を
持
っ

て
い
る
と
、
地
域
の
各
施
設
の

入
場
割
引
、
有
料
イ
ベ
ン
ト
の

ご
優
待
な
ど
各
種
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

蟻

共通パスポート　左は一般用（ピン
ク）右は地域優待用（黄緑）

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

地域のお年寄りたちとつくる

　　　「真実のリヤ王」

　7月19日ω大地の芸術祭の前夜祭で
公演される「真実のリヤ王」の制作に

向けオランダのアーティスト、クリス

ティアン・バスティアンスさんが活動

をはじめています。

　この作品は、越後妻有のお年寄りを

主人公にした演劇です。クリスティア

ンさんは脚本の制作のため、町内のお

年寄りたちから、この地域の今と昔の

生活の違いなどについて、お話をお聞

きしています．これから公演に向け、

衣装の作成や実際に舞台に出演してく

ださる方を募集していますので、皆さ

んのご協力をお願いします．

　1瀦罫　　　　　　［　　　灘

昔話に聞き入るクリスティアンさん（写真右）

①共通パスポート価格

区　　分 通常価格 前売価格

一　　般 2，400円 2，000円
学生・シルバー（65歳以上） 2，000円 1，600円
小・中学生、高校生 700円 700円

②地域優待パスポートの価格（広域6市町村住民対象）

区　　分 通常価格 前売価格

一　　般 500円 500円
小・中学生 無　料 無　料

（乳、繕謬撒融鐸灘遙護茜藷聾なけ）
※パスポートは芸術祭期間中1枚につきお一人様、1作品1
　回のみ有効です．

※団体割引は、前売り料金扱いとなります．（10名以上）

※ステージや展覧会及び個々の作品のみの鑑賞については、

　個別鑑賞料が必要です．

※パスポートの販売は、JR東日本、各プレイガイド、コンビニエ

　ンスストアー、ふるさと会館（5月1日～）または、役場企
　画振興課で販売しています。

8



総
合
的
な
学
習
の
時
間
か
ら
・

プロジェク1・タイム

　　「訟㈹と私」

　
次
代
を
担
う
生
徒
た
ち
が
町

の
将
来
を
考
え
る
。
や
が
て
社

会
参
画
す
る
中
学
生
が
、
自
分

た
ち
の
町
を
知
り
、
課
題
を
見

つ
け
な
が
ら
将
来
へ
の
展
望
を

切
り
開
い
て
い
く
。

　
今
年
度
か
ら
学
校
教
育
の
中

に
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
。
松
代
中

学
校
の
生
徒
が
取
り
組
ん
だ
の

は
、
普
段
の
教
科
枠
を
越
え
、

学
習
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
身
近
な

地
域
に
移
し
て
の
大
切
な
問
題

で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
年
2
月
に
生
徒

た
ち
の
視
点
で
ま
と
め
ら
れ
た

「
町
作
り
レ
ポ
ー
ト
」
か
ら
い
く

つ
か
意
見
を
拾
っ
て
み
ま
し
た
。

「
老
人
ホ
ー
ム

入
居
待
機
者
が

30

人
も
い
る
な

ん
て
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
」
．

「
ふ
る
さ
と
定

住
条
例
な
ん
て

知
り
ま
せ
ん
で

し
た
」
．
松
代
町

の
現
状
に
っ
い

て
説
明
を
受
け

た
生
徒
た
ち
か

ら
そ
ん
な
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
、
町
が
抱
え
て
い

る
課
題
の
6
コ
ー
ス
。
全
校
生

徒
が
そ
れ
ぞ
れ
に
興
味
あ
る
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
資
料
の
収
集
か

ら
町
内
へ
の
聞
き
取
り
調
査
ま

で
追
及
を
重
ね
ま
し
た
。

　　　研究コース

1．市町村合併についで

2．高齢者福祉について
3．生涯学習について

4．農業と産業振興について

5．除雪と克雪対策について
6．地域振興について

期
待
さ
れ
る
地
域
振
興

　
コ
ー
ス
選
定
で
最
も
多
か
っ

た
の
は
「
地
域
振
興
に
つ
い
て
」

で
し
た
．
生
徒
一
＝
二
人
中
二

九
人
が
調
査
に
あ
た
っ
た
ほ
か
、

そ
の
他
の
コ
ー
ス
に
お
い
て
も

結
論
と
し
て
地
域
振
興
へ
の
誘

い
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
目
立

ち
ま
し
た
。

〈
生
徒
た
ち
の
声
〉

若
い
人
が
集
い
活
気
あ
る
町
に

・
働
く
場
所
が
必
要

・
住
宅
が
ま
だ
足
り
な
い
ね

・
駅
前
を
整
備
し
な
き
や

・
子
育
て
支
援
が
足
り
な
い
み

　
た
い

・
大
地
の
芸
術
祭
に
お
お
い
に

期
待
す
る
ね

商
店
街
に
活
気
を

・
誘
客
看
板
が
い
る
よ

・
特
産
駅
弁
も
い
い
な

・
特
産
品
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
　
　
　
　
　
　
．
調
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崩

安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り

　
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、

将
来
へ
の
不
安
が
う
か
が
え
ま

す
．
福
祉
の
充
実
を
求
め
る
声

は
、
現
実
問
題
と
し
て
生
徒
た

ち
を
考
え
さ
せ
ま
し
た
．

〈
生
徒
た
ち
の
声
〉

・
3
8
％
の
高
齢
化
率
に
驚
き

・
老
人
ホ
ー
ム
が
も
つ
と
必
要

　
だ
ね

・
学
校
の
授
業
で
も
介
護
を
学

　
ぶ
べ
き
だ

・
生
涯
学
習
と
絡
め
た
生
き
が

　
い
対
策
が
必
要
だ
ね

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
拡
充

　
し
な
き
や

・
私
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
の

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

　
将
来
の
人
口
減
少
や
財
政
問

題
か
ら
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、

一
応
の
理
解
は
示
し
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
懸
念
を
示
す
声
も

あ
り
ま
す
．

・
十
日
町
市
に
資
金
が
シ
フ
ト

　
し
な
い
か
心
配
だ

・
松
代
の
伝
統
が
希
薄
に
な
る

　
の
で
は

・
町
民
自
ら
の
町
づ
く
り
提
案

が
必
要
だ

　
そ
の
他
に
は
、
就
業
の
場
と

し
て
の
農
業
振
興
を
す
す
め
る

意
見
や
、
町
民
の
学
び
た
い
意

欲
に
適
う
生
涯
学
習
環
境
の
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対

し
、
自
分
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

か
か
わ
れ
る
の
か
、
何
を
問
題

と
し
て
捉
え
る
意
識
を
持
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
考
え

さ
せ
ら
れ
た
と
の
意
見
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
カ

を
養
う
こ
の
学
習
。
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
、
結
論
を
出
す
に

は
難
し
い
課
題
で
す
が
、
一
人

の
町
民
と
し
て
の
視
座
で
、
自

分
た
ち
の
町
を
考
え
る
こ
と
は
、

社
会
参
加
へ
の
大
切
な
プ
ロ
セ

ス
で
す
．

濯
㍍
ー

『

皿
　
弟

　㌦』　酬．　㌦、
柵

．野！’曜智

町づくりレポートの発表
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●
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●
●

．
聡

翁議
、

　
，
　
醒

　
　
卿

　
　
O

●●●●●●●●●

　
第
一
回
ス
キ
ー
教
室
と
雪
国

体
験
ツ
ア
ー
を
牧
田
会
長
と
石

野
実
行
委
員
長
の
提
案
で
企
画

し
た
と
こ
ろ
四
一
名
（
内
子
ど

も
十
五
名
）
の
参
加
者
が
あ
っ

た
。　

松
代
町
関
係
者
の
暖
か
い
ご

協
力
で
無
事
に
楽
し
く
終
了
し

た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

た
い
．

　
事
業
の
内
容
は
以
下
の
通
り
．

日
時
二
月
八
目
（
土
）

　
　
　
　
　
～
九
日
（
日
）

ス
キ
ー
場
　
松
代
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
ス
キ
ー
場

宿
泊
場
所
　
松
代
町
青
少
年
研

　
　
　
　
修
セ
ン
タ
ー

指
導
者
　
松
代
町
ス
キ
ー
協
会

　
　
　
　
東
京
松
代
会
役
員

参
加
費
　
大
人
1
4
、
O
O
O
円

　
　
　
　
小
人
　
9
、
O
O
O
円

交
　
通
　
大
型
バ
ス
一
台

日
程
一
日
目
上
野
発
九
時

　
①
ス
キ
ー
教
室

　
②
夜
の
か
ま
く
ら
体
験

ス
キ
i
教
室
と
雪
国
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
井
　
正
　
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
寄
居
町
在
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
平
・
紙
屋
）

③
反
省
△
云

　
　
一
一
日
目

①
ス
キ
ー
教
室

②
餅
つ
き
体
験
と
昼
食

③
お
土
産
買
物

　
　
上
野
着
　
一
八
時

　
心
配
し
た
参
加
者
も
役
員
の

呼
び
か
け
で
バ

ス
一
ム
・
ほ
ぼ
満

席
と
な
り
定
刻

上
野
出
発
．
関
越

ト
ン
ネ
ル
を
越

え
る
と
一
面
の

雪
景
色
に
子
ど

も
た
ち
の
歓
士
斥

が
わ
く
．
天
気
も

薄
曇
り
で
風
も

無
く
絶
好
の
ス
キ
ー
日
和
だ
．

　
宿
舎
に
着
き
急
い
で
色
と
り

ど
り
の
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
ー
に
身

を
つ
つ
み
ス
キ
ー
場
へ
。

　
ス
キ
ー
教
室
の
若
い
指
導
員

か
ら
ス
キ
ー
着
脱
の
仕
方
を
教

わ
り
、
片
足
ス
キ
ー
に
よ
る
歩

行
練
習
が
始
ま
っ
た
．
ス
キ
ー

は
初
め
て
の
子
ど
も
た
ち
だ
が

上
達
は
め
ざ
ま
し
く
、
一
時
間

も
す
る
と
ス
イ
ス
イ
歩
け
る
よ

う
に
な
る
．
夕
方
に
は
緩
斜
面

を
滑
る
高
学
年
生
も
い
た
．

　
夕
食
後
は
、
「
か
ま
く
ら
」
の

中
で
、
ロ
ー
ソ
ク
の
燈
が
青
白
い

　
　
　
　
　
　
　
藁
ヨ
の
壁
に
反

　
　
　
　
　
　
　
射
し
た
幻
想

的
な
重
分
囲
気

に
又
歓
士
斥
．

　
一
一
日
目
は

身
体
慣
ら
し

を
し
た
後
、

指
導
口
貝
に
連

れ
ら
れ
て
リ

フ
ト
に
乗
る
．

何
と
か
ゲ
レ
ン
デ
を
下
り
て
来

る
孫
や
子
に
お
と
な
た
ち
は
拍

手
喝
采
．

　
も
う
一
回
リ
フ
ト
に
乗
り
、

上
迄
行
き
た
い
と
い
う
子
も
い

た
が
「
モ
チ
つ
き
」
も
あ
る
の

で
ス
キ
ー
場
を
後
に
．

　
宿
舎
の
ロ
ビ
ー
に
用
意
さ
れ

た
石
う
す
で
モ
チ
つ
き
が
始
ま

る
。
子
ど
も
た
ち
が
キ
ネ
を
持
っ

て
交
代
で
つ
き
あ
げ
た
モ
チ
は

》
．
」
レ
が
強
く
て
格
別
に
う
ま
か
っ

た
。
近
く
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち

が
作
っ
て
く
れ
た
山
菜
入
り
の

雑
煮
餅
・
き
な
粉
餅
・
ア
ン
コ

ロ
餅
が
、
お
代
り
お
か
わ
り
で

10

㎏
を
全
部
食
べ
尽
く
し
た
．

　
帰
り
の
バ
ス
に
乗
り
込
む
と

き
、
子
ど
も
た
ち
が
東
京
へ
持
っ

て
帰
り
た
い
と
発
砲
ス
チ
ロ
ー

ル
の
箱
に
入
れ
た
雪
は
無
事
に

家
ま
で
持
ち
帰
れ
た
か
ど
う
か
？

　
寸
暇
を
惜
し
ん
で
雪
と
た
わ

む
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
み
て
ほ

ん
と
う
に
良
か
っ
た
。

　
こ
の
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
が
東
京

松
代
会
の
一
事
業
と
し
て
継
続

し
て
や
れ
た
ら
良
い
と
思
っ
て

い
る
。

京だより一第2回ふるさと体験ホタル観賞のタベー東
参
加
費
用

　
澄
ん
だ
空
気
と
、
静
か
な

　
田
園
の
中
を
自
由
に
飛
び
回
る

　
「
ホ
タ
ル
の
里
」
へ

　
お
子
様
や
お
孫
さ
ん
を
連
れ
て
、

　
体
験
旅
行
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
都
会
で
は
味
わ
え
な
い

　
思
い
出
が
き
っ
と
い
つ
ま
で
も

　
心
に
残
る
は
ず
…

日
時
6
月
銘
臼
出
～
鍵
目
㈱

集
合
場
所
　
諏
上
野
公
園
口

　
　
　
　
午
前
8
時
3
0
分

体
験
場
所
　
松
代
町
周
辺

宿
泊
場
所
　
松
代
町
青
少
年
研
修
セ

　
　
　
ン
タ
ー

　
　
　
（
皿
0
2
5
5
♀

　
　
　
　
　
7
－
2
3
4
3
）

　
　
　
大
人
1
4
、
0
0
0
円

　
　
　
小
人
　
8
、
O
O
O
円

参
加
人
員
　
｛
疋
口
貝
5
0
名

　
　
　
（
親
子
ペ
ア
2
5
組
）

申
込
み
先
　
6
月
5
目
㈲
迄
に
左
記

　
責
任
者
へ
F
A
X
又
は
、
電
話

　
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

片
山
徳
重

　
（
松
代
・
峰
方
・
伊
沢
地
区
）

し花
0
4
5
－
5
0
1
－
5
9
8
4

米
持
新
吉
（
奴
奈
川
地
区
）

し圧
0
4
7
－
3
8
3
－
壌
8
3
1

小
堺
貞
子
（
山
平
地
区
〉

し圧
0
3
－
3
9
2
1
－
8
4
6
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松
代
の
自
然

ヒ
レ
ン
ジ
ャ
ク
と

　
　
　
キ
レ
ン
ジ
ャ
ク

　　編
ジャク

　
二
月
二
五
目
に
、
お
な
じ
み
の
関
谷
八

郎
さ
ん
か
ら
、
小
鳥
の
写
真
が
届
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
度
の
写
真
は
ヒ
レ
ン
ジ
ャ
ク
と
い
う

冬
鳥
で
し
た
．
添
え
書
き
に
よ
り
ま
す
と
、

松
代
の
『
福
蔵
』
家
の
鈴
木
栄
一
さ
ん
か

ら
の
電
話
で
「
珍
し
い
鳥
を
捕
ま
え
た
が
、

何
を
食
べ
さ
せ
れ
ば
よ
い
か
」
と
い
う
連

絡
を
受
け
て
、
二
月
二
三
日
の
タ
方
行
っ

て
み
た
そ
う
で
す
．
す
で
に
死
ぬ
寸
前
の

も
の
で
、
手
に
乗
せ
て
カ
メ
ラ
に
収
め
た

と
き
は
も
う
コ
ト
切
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

私
も
昨
年
三
月
二
四
日
に
、
室
野
の
『
か

ん
ぜ
ん
』
家
の
鈴
木
幸
正
さ
ん
か
ら
の
電

話
で
「
珍
し
い
小
鳥
が
餌
場
に
集
ま
っ
て

い
る
」
と
の
情
報
を
得
て
急
行
し
て
み
た

ら
、
ヒ
レ
ン
ジ
ャ
ク
が
リ
ン
ゴ
や
ミ
カ
ン

の
餌
に
群
れ
て
い
ま
し
た
．

　
ヒ
レ
ン
ジ
ャ
ク
科
の
ヒ
レ
ン
ジ
ャ
ク
は

緋
連
雀
と
書
き
、
下
尾
筒
と
い
う
尾
の
先

が
赤
い
の
で
す
が
、
よ
く
似
た
仲
間
の
キ

レ
ン
ジ
ャ
ク
（
黄
連
雀
）
は
黄
色
い
の
で
簡
単

に
見
分
け
ら
れ
ま
す
。
と
も
に
高
い
峰
ど

お
し
に
渡
り
歩
き
、
混
成
し
な
が
ら
ホ
ヤ

（
ヤ
ド
リ
ギ
）
の
実
を
食
べ
て
、
そ
の
粘
液

に
包
ま
れ
た
種
子
を
糞
と
と
も
に
枝
に
付

着
さ
せ
繁
殖
さ
せ
ま
す
．

　
た
ま
に
里
に
降
り
て
人
家
の
ナ
ン
テ
ン

な
ど
の
実
を
食
べ
ま
す
が
、
数
年
前
に
長

野
県
下
で
大
量
の
謎
の
死
が
報
じ
ら
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
消
化
の
悪
い
餌
の

食
べ
す
ぎ
だ
っ
た
か
？

　
私
も
何
年
か
前
に
晩
生
の
キ
ノ
コ
採
り

に
山
歩
き
し
て
い
た
ら
ブ
ナ
の
梢
に
生
え

た
ホ
ヤ
の
実
を
群
れ
て
食
べ
て
い
る
一
団

の
小
鳥
が
あ
り
、
双
眼
鏡
で
覗
い
て
見
ま

し
た
ら
尾
が
黄
色
い
キ
レ
ン
ジ
ャ
ク
で
し

た
．
さ
さ
や
き
合
う
よ
う
に
し
て
鳴
き
交

わ
す
声
は
優
し
い
も
の
で
見
飽
き
な
い
も

の
で
し
た
。

　
北
米
の
こ
れ
ら
の
仲
間
で
は
、
赤
い
実

を
食
べ
た
色
素
が
羽
根
を
赤
く
染
め
る
と

い
う
研
究
が
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う

な
夏
・
冬
の
渡
り
鳥
の
途
中
で
の
一
服
を

観
察
で
き
る
こ
と
も
楽
し
い
も
の
で
す
．

（
文
．
高
橋
八
十
八
、
写
真
・
関
谷
八
郎
氏
）

　戦国の名将上杉謙信の足跡を訪ねて、上越市・松代町・

栃尾市の謙信ゆかりの地を専門ガイドが丁寧にご案内しま

す。地元ならではの史跡・普段では体験できないことをぜ

ひ、体験してください。

■旅行代金19，800円（1人）
■募集人員先着40名（最少催行人員30名）

1日目　松代町（9＝00発）＝上越市・埋蔵文化センター＝ものがたり館

＝ホテルハイマート（昼食）＝春日山神社＝本丸・天守台跡＝林泉寺＝

栃尾市・刈谷田川ニューホテル（タ食）＝秋葉公園火祭り＝ホテル泊（21＝15）

2日目　ホテル＝栃尾城跡＝常安寺＝秋葉公園（秋葉神社・謙信像）

＝道の駅とちお（昼食）＝瑞麟寺跡＝松代町（17＝00頃着）

行
　
　
程

●申し込み問い合わせ

松代町観光協会

　（TEL　7－2220）
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役場職員の配置と主な佳事を紹介じます 腰襲載鍵塗⑧㈹鎖
　　　　口内は、主な仕事です。

　　　　○内の数字は、内線番号です。

2階事務室
　FAX7－2300

収入役高橋宣泰⑫

　　　⑳
米簿橿敏驕難
　　　⑪

　出納・税務室

松沢明男 市川真紀子

大野保子

⑳

南雲壮一

出納・会計・税務

保　育　園
　園長　牧野　恵子

松代保育園

　　　　盈7－2178
柳みね子、山岸喜美
江、小島美和子、小
堺恭子、山本真友美、

小野島美津子

室野保育園

　　　　E8－2403
柳ふじえ

中村美穂

犬伏保育園

　　　　E7－2184
佐藤キヨノ

樋口朋美

住民課

課長　宮沢　諄一⑰

課長補佐石口博雄
池田里美㍗石。松男

⑰
⑳

菅井

佐藤　正

総務課

　
蔵

　
孝

一
野

正
茂

⑳
ー

数井和代

⑳
⑫

佐藤秀行

武田芳夫

⑭
1
⑳
1
⑫
⑯

柳　　久

鈴木政広1柳 隆

1田辺栄子

助役高橋　嵩一⑪

課長柳　　健一⑱

若井孝広 西方慶子 酒井由美子 鈴木尚徳 佐藤一弘

市町村合併事務局

齋藤一良

福祉・戸籍・国民年金
国保・介護保険・健康づく

　・環境衛生・合併浄化槽

鈴木幸春 萬羽美栄

TEL　O257－52－7725

「AX　O257 52－7726

防災・交通及びバス・財政・選挙事務・市町

村合併・広報

窓
ロ
は
こ
ち
ら
で
す

3階事務室
　FAX7－2526

議会事務局

局長　室岡　　茂

⑭

春日和子

建設課

課長相沢　哲夫⑯

課長補佐室岡　徹

⑭
i
⑬
／
⑬

農林課

　　　⑮
相沢幸一1柳ハルエ

　　　⑯
牧田幸樹高橋　勝

課長　山賀　　茂⑮

企画振興課

佐藤則夫i関谷栄治

樋・彰1佐藤和美

鈴木正和 市川　聡

参事　堀川一郎

課長　佐藤　達夫⑭

柳　　裕

高沢剛1鈴木昌芳
　　　⑱

　　　⑰

　　　⑳
山岸正孝1小堺肝

　　　⑭
柳広美ll錦委員難

　　　⑩

市川健司米持敏雄

　　　⑪
浩高ロ初

富沢豊1柳裕子
　　　⑫

　　　⑮

柳　利彦樋口靖志
　　　　⑬

十日町地域広域事務組合

佐藤徹夫

TELO257－57－2637

mXO257－57－2285

土木関係・町営住宅
雪対策・住宅確認申請

上水道・下水道 農地・農道・林道 農業・林業・畜産
地域振興・企画調整

里創プラン
企画調整・商工観光・労政

デイサービスほのぼの園　TEL7－2390隙73905 松代町総合センター B7－2301　FAX7－3905

教育委員会

　社会福祉協議会
E7－3700　FAX7－3985

事務局長
山賀健一郎

本柳　学

つるかめ園
TEL　7－3028

し、Sミみの家

TEL　7－3516

ゆうあいセンター
　TEL　7 2707

社会福祉協議会業務

在宅介護支援センター

　　E5－6017
保健師

樋口淳子

介護の相談

小中学校管理員

教育長　関谷英市郎⑬

学校教育課 生涯学習課

松代中　柳　勝志
E7－2013　　FAX7－2965

松代小　萬羽洋子
E7－2012　　FAX7－3965

孟地小　秋山益太郎
E7－2172　　FAX7－2688

奴奈川小

E8－2133

柳　和宏
FAX8－2359

課長佐藤　信一

高橋　忍

⑩．

高橋祥郎

庶務学校教育

課長　小堺　定男

石・丈夫1鈴木清彦
　　　⑪

　　　⑫
牧田義明 事

人
主
禎

教
子

社
金

館育体A
・総

　池田　清人
TEL7－3752　FAX7－3134

　　　　　英語指導助手
池田清人
　　　　イバ・卜一ス
　　　⑱
松寿大学事務局

　生涯学習

スポーツ振興
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髄

被
哺
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．汐然i粥ごみ駿．カレン々一憂．影ました．

　　　’㌫！1・金’力岬喚が韻纈3駿議．1、r

松代町のホームページができました
　　　　　　　　　アドレス

＜・轍｛後宰嚢し鎗寿、らの揖蝿燐ンン

http：／／www．town．matsudai．niigatajp／

暮らしのガイドをはじめ役立つ情報満載

　　一あなたものぞいて見てください一
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平成15年度松代町消防団編成表

　　　　　　　　平成15年4月1日現在
分団名 部 階級 氏　名

団本部

団長 市川　嘉吉
教育主幹 副団長 室岡　徳松
訓練部長 副団長 小堺　光夫
技術部長 副団長 瀬沼　伸彦
予防部長 分団長 村山　達也
ラッパ長 分団長 若月　三秋

本部分団
副分団長 斎藤　一良
部長 武田　芳夫

第1分団

分団長 関谷　敏郎

副分団長 柳　　一夫
副分団長 宮沢　新松

副分団長 若井　洋一
松代 部長 相澤　貴史
第2小隊 連絡員 鈴木　裕之
小荒戸 部長 山賀　　晃

太平 部長 関谷　　司
菅刈 部長 関谷　　功
田沢 部長 市川　光夫
池之畑 部長 市川　彰次
下山 部長 副分団長兼任

千年 部長 柳　　和宏
池尻 部長 室岡　正一
会沢 部長 高橋　洋一
蓬平 部長 小堺　春樹
海老 部長 中嶋　　晃

第2分団

分団長 柳　　勇一
副分団長 柳　　　朗

犬伏 部長 柳　　和徳
孟地 部長 若月　賢次
片桐山 部長 山岸　一大
滝沢 部長 柳　　藤雄
中子 部長 斎木　　稔
苧島 部長 菅井　寿雄

第3分団

分団長 池田　清人
副分団長 柳　　　隆

田野倉 部長 池田　星児
仙納 部長 室岡　茂人
莇平 部長 高橋　清隆
寺田 部長 井上　　傑
蒲生 部長 畔上　清二
儀明 部長 仲村　竜太

第4分団

分団長 小堺　真吾
副分団長 米持　義裕

福島 部長 西潟　宏文
室野 部長 佐藤　　正
小屋丸 区長 柳　　　昇
清水 区長 秋山　義輝
桐山 区長 小山　信次

区　　長 東山 区長 山岸　益夫

名平 区長 武田　　久兼　　務

地　　区 木和田原 区長 中沢　　実
奈良立 区長 堀川　辰郎
竹所 区長 佐藤　文雄
峠 区長 牧田　　弘
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　山火事防止のため特に次のことにご注意ください。

①枯れ草などのある、火災が起こりやすい場所では、

　たき火をしない。

②たき火の場所を離れるときは完全に消火する．

③強風時や乾燥時には、たき火、火入れをしない．

④山の火入れは、町の許可を必ず受ける．

⑤たばこの吸いがらは必ず消し、投げ捨てない。

⑥火遊びは絶対しない。

十日町衛生施設組合からのお願い

　最近、【燃やすごみ】の中に【鉄・アルミ類】等の燃え

ない物の混入が見受けられます。

　写真のような【鉄・アルミ類】等が混入していますと、

焼却炉の故障の原因となりますので【燃やすごみ】を出

す場合には徹底した分別をお願いします。

　ちなみに、平成14年度のごみ焼却炉補修工事費は

7，400万円でした。

鳶

焼却炉からこんなものがでてきます
ノ　　　　　　　　　，・愚』・
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優勝高橋
2位丸山
3位石野
◆Bブロツ
優勝植木
2位富澤
3位小堺

平成15年度調理師試験のご案内

1．試験日時
　　6月27日（金）

　　　午後1時～午後3時30分
2．受験願書の提出期間
　　5月12日（月）～5月19目（月）

3．受験願書の配布と提出場所
　及び問い合わせは
　　上越健康福祉環境事務所

　　（TEL　O255－24－6132）

1んへ
1はお早めに！！

三続きはお済

）提出と保険

が期限です．

お早めに手

5
月
催
し
物
の
ご
薬
内

　　成炎式は5月毬圖頑蓮巖聡．

　松代中学校卒業生もしくは、松代町在住
の人で、昭和57年4月2日～昭和58年4月
1日までに生まれた人が対象です。

　該当者で通知がない人はお手数でも生涯
学習課（TEL7－2301）までご連絡ください。

　　日時＝5月3日（土）

　　　　　受付10＝00　式典10＝30～
　　会場＝松代町総合センター

好評蝶を楽麟会
　5月18日（日）12＝00～

　会場＝まつだいふるさと会館
　　　　　　　　2階常春ホール
　　　会費＝3，000円
　　　　先着100名を募集

　おかあちゃんたち自慢の山菜料
理をご満喫ください。今年はどん
な料理が食べられるかお楽しみに！

　　事業主のみなさ
労働保険の年度更新手続き

　労働保険の年度更新手
みでしょうか．申告書の
料の納付は、5月20日ω℃ズ

まだお済みでない方は、

続きをしてください。

　なお、詳しくは、労
働基準監督署にお尋ね
ください。

労働者を1人でも雇
用する事業主は
労働保険（労災保険・

雇用保険）の加人手
続きが必要です．

十日町労働基準監督署

　TEL　O257－52－2079
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　男　　2，057人　　（一12人）

　女2，188人（一8人）
　計4，245人（一20人）
世帯数　1，485世帯（一〇世帯）

　出生　1人　　死亡　4人
　転入　14人　　転出　31人

　　　　（15年3月末目現在）
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町の行事予定（4・5月）
ll（月）

22（火） 町議会議員一般選挙告示日

23（水）

24休） 松寿大学開校式総合センター8二40～

25（金）
心配ごと相談ディサービスセンター9二〇〇～

すくすく教室松代活性化センター9100～

欝総

韓㈱． 町議会議員一般選挙投票日

28（月）
八王子市職交流事業三多摩イベント（八王子市）29日まで

狂犬病予防接種町内5会場

灘欝 郷土資料館開館日

みどりの日

30（水） 町議会臨時会10二〇〇～

晃／休） メーデー

山火事防止運動（7日まで）

2（金）

松代町成人式総合センター10二〇〇～

憲法記念日

こどもの日

6（火） 立夏

7（水）

8休） 七ツ参り

9（金）

輔働 愛鳥週間

母の日

春の交通安全運動（20日まで）

12（月）

13（火）

14（水） ツベルクリン反応検査総合センター13二30～

15（木）

16（金） BCG予防接種総合センター13＝30～

纏鱒

、羅欝 山菜を楽しむ会／S・るさと会館12：00～

19（月） 第57回町長杯争奪野球大会松中グランド

20（火）

お知らせ

番
春
の

軸
“
、
　
　
　
5

力故事無番春

照
　
『
ー
■
－
、
羅

　
　
　
縣

騰
騨
婆

運動の重点

・交差点における安全確認の徹底

・シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底

・子どもと高齢者の歩行中、自転車乗用中の交通事故防止

全
国
交
通
安
全
運
動

月
1
1
日
㈹
～
2
0
日
㈹

国土交通省からのお知らせ

　　　道路運送車両法が改正されました

難耶匪改造行為の禁建1　例えばこんなことはダメ…

・マフラーの切断取り外し．車体からはみ出た幅広タイヤの装着

・運転視界を妨げる、濃い着色フィルムの貼り付け

・ダンプカーの過積載をまねく荷台へのさし枠の取り付け　など

懲役（6ヶ月以下）もしくは罰金（30万円以下）

2不鐙改造蘂の謹舞禁建！

　　　　　　　　不正改造車の走行を禁止

車検証・ナンバープレートの没収

その他、整備管理者の選任要件や資格要件が緩和されました．

詳しくは、新潟運輸支局整備課（TELO25－285－3125）まで

rr6卜・・1”1』rゆ』・一1”1』r6騨』rlIlrIr6レ』・llll，Ir6騨』・IIIIIlrO』・llII，Ir9』・llll，lr6卜・llll一｝r6レ』・IIII』rO』・llll』r■卜・IIII』r6卜・IIII，』ひ・IIII』r■卜圏・IIII一・づ』』・IIIll』嘲圃レP・IIIll』φ・IIII－lrrJ』・IIII一』φ』・IIII一』rO』・llll－hr6レrrゆ・rひ・IIII』r6卜・llll』ひ・IIII』φ・IIl”』r6ト・・1”1』r9』・・llII』咽9』閣1”1Irひ一II”・r“騨』一IllI・r6卜rliII・

　　▼　　■

中学生たちの「町づくりレポート」で、町の抱える深刻な課

題に触れた生徒たちが、目線を地域という足元に向けてくれ
たことは有意義だ。問題を認識した上で、自分達の役割を見
出そうとしている。そして、レポートの随所に「松代がすきだ」、

「将来もここに居たい」という町を思う嬉しい言葉が目に付く。

そんな子どもたちに将来託すのは、膨大な国債地方債の残高
でなく夢でなくては。▼今年度から教育委員会発行の「ユキツ

バキ」が廃刊され広報に統合されます。限られたページで窮屈

になりますができるだけ盛り沢山の内容に努めたいと思いま
すので、皆さんからの情報提供をお待ちしています。　　鐙

『松代町の20世紀』

　　100年写真集

各集落の区長さん及び諸団体の代表者

の御協力を得ましてようやく完成しま

した。（A判334ぺ一ジ、価格1，000円）

申し込み・問い合わせ

　松代町役場企画振興課地域振興係

　市川（7）2220

謬鑛糠雛鰭講『
　　糎蕪婆真集1、．

穰i、　響
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行こ5鞭

◎・新しい本の紹介　◇

　＊＊＊　一般　＊＊＊

枝豆とそら豆（上・下）

リトル・バイ・リトル

プリズムの夏

劇場の神様

あしたの経済学

杜氏　千年の知恵

梓澤要
島本理生

関ロ尚
原田宗典

竹中平蔵

高浜香男

早稲田大学世界への飛翔　白井克彦

睡眠障害を治す本　　　佐々木三男

似顔絵教室　　　　　　マンガ太郎

伊東家の食卓2003年版

【開館時間】

4月からもとにもどります
毎週火～金13二〇〇～18＝00

　　土・日10二〇〇～17＝00
【休館日】

毎週月曜日・祝祭日

【電　話】　7－2615
【ホームページアドレス】
http＝〃www．9．ocn．ne．jp／m－tosho／

【メールアドレス】

m－tosyo＠beach．ocn．nejp

この一冊

「私の仕事」

　　　　　緒方貞子著
日本人初の国連難民高等弁務官

を務め、その手腕が国際的に高く

評価されている彼女の難民問題へ

の取組みを、当時の日記やインタ

ビューなどでまとめた生の活動記

録です。「人の生命を助ける。とい

う彼女の平和への深い思い力瓶わっ

てきます。

お圖囮國圖團す

　　【お知らせ】

☆「お話の会。と「ビデオ上映会。

　　　4月26日（士）14：00～

ビデオ上映会では、

『みにくいあひるの子』

『ミッキーマウスのゆかいな

船長さん』

を予定しています。

皆さん、見に来てくださいね！

　
室
内
は
、
床
に
解
け
落
ち
た

ス
キ
ー
ワ
ッ
ク
ス
の
匂
い
が
漂

り
．
壁
に
貼
ら
れ
た
選
手
た
ち

の
目
標
と
過
去
に
大
会
を
制
し

た
先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
、

い
や
が
う
え
に
も
士
気
を
高
め

る
．
冬
の
わ
ず
か
4
ヶ
月
の
間

た
が
、
こ
こ
で
熱
い
冬
を
す
ご
す
。

　
　
　
　
　
☆

　
な
に
も
、
ス
キ
ー
は
冬
だ
け

の
闘
い
で
は
な
い
。
夏
場
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走
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D
　
　
　
　
　
　
　
　
隻
　
木

灘
騰
・
　
ノ
　
…
議
球

籔
撒
、
鼎
㈱
・
　
・
騨
　
羅
懸

　
ゾ
響
直

は
、
総
合
体
育
館
の

場
す
み
に
あ
る
部
屋
．

の
な
い
静
か
な
村
だ

距
ま
り
を
み
せ
る
こ
ろ
、

人
が
集
ま
り
だ
す
．

ン
村
．
松
代
を
ク
ロ

に
の
し
上
げ
た
ク
ロ

リ
ー
ス
キ
ー
の
本
拠

防
　
　
U
萄
溺
禦

ウ
　
鶏
嶺
麟
璽
釦

り
込
み
や
筋
力
づ
く
り
に
加
え
、

メ
ン
タ
ル
な
部
分
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
も
欠
か
せ
な
い
．

　
昨
年
7
月
に
は
、
長
野
五
輪

に
姉
妹
で
出
場
し
た
横
山
久
美

子
、
寿
美
子
さ
ん
に
ス
キ
ー
を

学
ん
だ
．
妹
の
寿
美
子
さ
ん
は

言
う
「
勝
っ
た
喜
び
よ
り
、
負

け
た
悔
し
さ
の
ほ
う
が
バ
ネ
に

な
る
．
そ
の
悔
し
さ
は
努
力
が

培
う
も
の
だ
」
．
冠
た
る
者
の
定

め
か
今
も
日
に
三
度
、
ス
キ
ー

を
考
え
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
☆

　
シ
ー
ズ
ン
を
む
か
え
る
と
大

会
も
め
じ
ろ
押
し
だ
．
よ
り
上

位
へ
の
大
会
へ
と
精
一
杯
の
カ

を
振
り
絞
る
．
特
に
三
年
生
は

あ
と
が
な
い
。
気
迫
が
こ
も
る
。

　
「
よ
し
！
大
丈
夫
だ
。
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
行
っ
て
こ
い
」
ワ
ッ

ク
ス
マ
ン
に
立
つ
宮
沢
健
二
さ

‘
多
覇

選手の激励に来た宮沢健二さん（左）と関谷則和さん（右）（01

ながの飯山国体男子リレー優勝の新潟県チームの二人）

　
雪
も
ザ
ラ
つ
き
、
コ
ー
ス
の

所
々
に
畦
が
見
え
始
め
る
と
シ
ー

ズ
ン
も
幕
を
下
ろ
す
。

　
今
年
も
数
々
の
栄
光
を
刻
ん

で
ク
ロ
カ
ン
村
は
休
村
を
む
か

え
る
。

蓋

セ
コ
ム
上
鱈
超
株
式
会
社

　
　
　
横
出
久
美
子
様

諜
諾
塞
子
ム

・　横山寿美子さんによる講習会

　
　
　
　
げ
き

ん
（
2
0
）
の
激
が
飛
ぶ
。
中
二
局

生
に
と
っ
て
は
何
よ
り
気
強
い

裏
方
だ
．
過
去
の
経
験
か
ら
そ

の
日
の
気
候
に
適
し
た
ワ
ッ
ク

ス
を
選
ぶ
．
萬
羽
琢
哉
、
柳
治

さ
ん
ら
学
生
時
代
に
活
躍
し
た

社
会
人
た
ち
が
、
日
々
の
練
習

は
も
ち
ろ
ん
勝
敗
を
分
け
る
こ

の
作
業
に
ま
で
、
仕
事
の
合
間

を
縫
っ
て
買
っ
て
出
る
．
「
オ
レ

た
ち
が
先
輩
に
し
て
も
ら
っ
て

き
た
こ
と
を
後
輩
の
た
め
に
や

る
だ
け
で
す
」
。
ワ
ッ
ク
ス
で
黒

ず
ん
だ
手
で
選
手
の
肩
を
叩
く
。

選
手
た
ち
は
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
．
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